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（資料１）教育推進室複合領域コース運営専門委員会報告書                       
 
 

報告書 
 

平成 18 年度～平成 19 年度にかけて四大学連合複合領域コースの志願者数が 
急激に減少したことについて 

 
          複合領域コース運営専門委員会主査 
             武藤 滋夫 
 
四大学連合複合領域コースへの東京工業大学（以下，本学）の志願者数が，平成 18 年度 182 名から

平成 19 年度 106 名へと 76 名減少したことについて，複合領域コース運営専門委員会においてその原

因及びそれに対する対策について検討いたしました。その結果を報告いたします。 
 
（１）調査方法 

まず，平成 21 年 10 月 14 日に複合領域コース各コース主査出席のもと，現在複合領域コースのう

ち履修者の数が多い総合生命科学コースおよび文理総合コースに所属している学生と約 1 時間の対

話集会を持ち，学生からの意見聴取を行った。次いで，平成 19 年度に急激に志願者が減少した 4 コ

ースについて，各コース主査がコース所属学生に聞き取り調査を行った。 
 
 
（２）調査結果とその分析 

学生から寄せられた主な意見は以下のとおりである。 
A  平成 18 年度には，他大学での履修と本学の所属学科での科目履修の両立の大変さをよく考え

ずに履修申告をしたものが見受けられた。 
B  平成 19 年度の説明会において，「複合領域コースの履修は大変であり，強い意志を持って所属

するように」との説明が説明者からあり，それを聞いて履修をあきらめた学生が見受けられた。

C  平成 19 年度から英語のカリキュラムが変更になった。また，学科においてもカリキュラムが

変更になったところがあり，それが複合領域コース履修の妨げになった。 
D  四大学連合の新規性が薄れたことにより学生の関心が薄れた。 
E  高校の新課程（ゆとり教育）の第一世代が平成 19 年度新規所属の世代である。 

  以下，一つ一つ検討していくこととする。 
 
１）項目 A, B  
２）項目 C 
３）項目 D 
４）項目 E 

 
 
（３）複合領域コースにおけるこれまでの改善点 

平成 19 年以降の志願者数の推移，特に平成 20 年度に平成 18 年度を除けば最大の志願者数を記録

したこと，を見れば，平成 19 年度に減少したことは 1 で述べた項目 A, B,C が原因であり，また前

述のように学生へのきめ細かい指導や相手大学の受け入れに過度の負担を与えないためには 1 学年

100 名程度までにとどめた方がよいと考えれば，コース志願者を増やすための特別な措置を講ずる必

要はないと思われる。ただ，この 4 つのコースを含め各コースは学生のニーズにこたえるよう，こ

れまでもコースの改善を行ってきている。本節では，4 つのコースを中心にこれまでの各コースの改

善状況について述べることとする。 

抜粋版
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１）文理総合コース 
２）医用工学コース 
３）国際テクニカルライティングコース 
４）生活空間研究コース 
５）他のコースにおける改善点 

 
 
（４）今後の改革―緊急を要しかつ対応が可能なもの 

平成 20 年度，21 年度と志願者数，履修者数は適正と思われるレベルで推移していると思われるが，

今回，学生の意見聴取を行った結果，その中には早急な対応が必要と思われるものがあったので以下

に列挙する。なお，そのうちのいくつかは既に対応を始めている。 
 
１）複合領域各コースの内容の学生への周知 
◎対応：10 月の学科所属オリエンテーションにおける全体説明の後に，たとえば翌週に，各コー

スの主査および所属学生が出席した説明会を行う。 
○今年度は，平成 22 年 1 月 13 日に開催する予定である。 
○来年度からは 10 月と 1 月の 2 回各コースの説明会を行い，募集も 10 月，1 月（ないしは 2 月）

の 2 回行うことが望ましい。 
 
２）コース所属の時期の増加 
◎対応：７月ごろにも募集を行い，後学期からのコース所属を認める。 
○今年度，試験的に後学期から「総合生命科学コース」，「文理総合コース」に所属する 2 年次学

生を募ったところ，両コース合わせて 14 名の学生から希望が寄せられた。 
 
３）各コースの提供科目の見直し 
◎対応：各コースにおいて，相手大学の窓口教員と早急に協議し，提供科目の見直しと整備を行う。

 
４）コース所属学生間の情報交換の場の設置 
◎対応：4 月初めにコースごとに所属学生が集まる場を設定する。 

 
５）四大学連合ＨＰの改善 
◎対応：四大学連合ＨＰにコースごとの掲示板を設ける。 

 
 
（５）対応が必要であるが，長期的な対策を必要とするもの 

学生からの意見で対応が必要なものを列挙する。ただ，これらに対する対応は，本学だけでは難し

い，本学だけで対応可能であるが簡単ではない，などの問題が予想され，長期的な対策が必要であろ

う。 
１）履修手続きの複雑さ 
２）授業時間割，授業日程の統一 
３）遠隔授業 
４）本学のカリキュラムとの関連 
５）他大学で履修した授業科目の取扱い 
６）交通費の補助 
７）生協の利用 
 

（出典）教育推進室複合領域コース運営専門委員会資料 
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（資料２）「アジア人財資金構想」実施計画 

  
（出典）東工大クロニクル No.424 

 
（資料３）アジア人財インターンシップ 
日本企業でのインターンシップを行うとともに，日本企業独特の習慣等を学び，日本企業での外国人技術者の生き方

を見いだすための端緒となる授業である。具体的には，インターンシップ授業を開始するに当たり，専門コーディネー

タによる授業を行い，日本の企業で働く意味を説明するとともに，カウンセリングを行い，各留学生の日本企業への関

心を醸成させ，どのような企業で，どのような内容のインターンシップが可能かについて検討する。 
（出典）平成 21 年度大学院学習案内及び教授要目 

 
（資料４）価値創造インターンシップ 
 

 

 
（出典）プロダクティブリーダー養成機構ホームページ 
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（資料５）インターンシップシンポジウム 

 
（出典）教育推進室作成資料 

 
（資料６）博士一貫教育プログラム評価検討会及び講演会 
  

（出典）教育推進室作成資料 
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（資料７）21 世紀 COE プログラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典）研究戦略室作成資料 
 

（資料８）グローバル COE プログラム 

 
（出典）研究戦略室作成資料 
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（資料９）環境エネルギー機構 
 

環境エネルギー機構は、東京工業大学におけるエネルギー分野と環境分野の教員による連合体とし

て、組織及び教員の横断的連携・協力により、萌芽的な革新技術を創出するとともに、分化と深化によ

って複雑化したエネルギー・環境関連学術を融合、再構造化し、俯瞰と知識の有効活用を可能にする

新たな学問領域を開拓することによって、将来のエネルギー・環境問題解決に寄与する技術開発と人

材育成を強力に推進することを目的とします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典）環境エネルギー機構ホームページ 
（資料 10）環境エネルギー機構発足記念講演会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典）本学ホームページ 
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【不開示】（資料 11）Start-up Station 資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

（出典）産学連携本部資料 
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（資料 12）総合プロジェクト支援センター構想概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典）研究戦略室作成資料 
 
（資料 13）新統合研究院の組織イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典）研究戦略室作成資料 
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（資料 14）科学研究費補助金制度に関する説明会開催案内 
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（出典）研究業務課作成資料 
 



東京工業大学 

- 11 - 

（資料 15）社会人教育院講座・プログラム 

製造中核人材育成講座 

ものつくりを支える現場の高度技能とボーダーレスな先端技術を統合して新
技術・新製品を開発できる人材、すなわち「製造中核人材（スーパーマイスタ
ー）」を育成する講座です。 
本講座は、企業において、概ね10年以上の実務経験を有し、企業の次世代
を担う 30～40 歳代の現場技術者に「ものの見方・考え方」「知識」「人脈」の
幅を広げていただくことを念頭においています。 
修了者には学長名の修了証書が発行されます。 

キャリアアップ MOT プログラム 

キャリアアップ MOT（エッセンシャル MOT）プログラムは、本学の技術経営
（MOT）教育ノウハウ、現場、実践を意識したカリキュラム（シミュレーション、
ケース教材）、少人数制による質の高い講義と相互学習を通じて、中堅・中
小企業の次世代を担う中核人材のキャリアアップを支援します。 
修了者にはイノベーションマネージメント研究科長名の修了証書が発行され
ます。 

理工系一般プログラムⅠ 
2010（平成 22）年度前期は、環境科学、環境工学、たたら製鉄の 3 科目を開
講します。 

理工系一般プログラムⅡ 

2010 年度前期は、主に化学物質の管理に関連する分野の科目を 4 科目開
講します。「化学物質総合管理１」「発がん毒性特論」「脳と化学物質」「産業
安全衛生」 
本プログラムは、「知の市場」との共催科目です。 

理工学基礎プログラム 
本理工学基礎プログラムは、本学の附属科学技術高等学校専攻科が担っ
ていた建築関連の一部機能を担うために設置されています。  

（出典）社会人教育院ホームページ 
 
（資料 16）電子ジャーナルバックファイルの契約状況 

年度 電子ジャーナル名 内容 タイトル数 

2008 ACS Legacy Archives 
American Chemical Society の全発行誌(1879-1995

年刊行分)を収録。論文数約 464,000 件。 
54 

2009 IOP Journal Archive 
Institute of Physics の発行誌（1874-1998 年刊行

分）を収録。論文数約 157,000 件 
92 

2009 Nature Archive 
「Nature」1869 年（創刊号）から 1996 年までを収録。

論文・記事数約 417,000 件。 
1 

2009 RSC Journals Archive 
Royal Society of Chemistry の発行誌（1841-2004 年

刊行分）を収録。論文数約 238,000 件 
42 

2009 Science Classic 「Science」1880 年（創刊号）から 1996 年までを収録 1 

ScienceDirect 

2009 サブジェクトバックファ

イルコレクション 

エルゼビア社発行の全雑誌の 1994 年以前発行分

（ほとんどが創刊号から）。 
1573 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典）附属図書館作成資料 
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（資料 17）図書館開館時間延長実績（黄色箇所が延長時間帯にかかる箇所，調査時刻は年度により一部異なる） 
 
平日 

年度 平成 21 年度 平成 20 年度 
延長開館日数 28 日（前期 14 日，後期 14 日） 28 日（前期 14 日，後期 14 日） 
延長開館時間 21:00～23:00 21:00～22:00 

調査時刻 18:00 21:00 22:45 18:00 21:00 22:00 
在館者数 6,091 4,138 2,261 5,023 3,341 2,122 

平均 217.5 147.8 80.8 179.4 119.3 75.8 
 
土・日・祝日 ※調査時刻は年度により一部異なる 

年度 平成 21 年度 平成 20 年度 
延長開館日数 12 日（前期 5 日，後期 7 日） 14 日（前期 7 日，後期 7 日） 
延長開館時間 9:00～11:00，17:00～20:00 9:00～11:00，17:00～20:00 

調査時刻 11:00 14:00 17:00 19:45 11:00 18:00 19:00 20:00 
在館者数 1,566 2,798 3,079 1,517 1,161 2,294 1,931 968 

平均 130.5 233.2 256.6 126.4 82.9 163.9 137.9 69.1
（出典）附属図書館作成資料 

 
 
（資料 18）図書館サポーター 

 
平成 22 年度図書館サポーターの募集について 

 
図書館サポーターに参加してくださる学生さんを大募集！ 

 
〔活動内容〕 

・ カウンター対応の補助 

・ 書架の整理 

・ 広報活動 

・ 展示等の企画の提案 

・ 広報資料の外国語訳の補助 

・ 留学生を含む学生からの学習相談への対応 

・ 利用者の館内見学への対応 
 

などなど。図書館自体や図書館での仕事に興味のある方，自分の力で図書館をより良くしたいと思っている方

にオススメです。ご希望にはできるだけ応じます。 
 

〔応募資格〕 学部または大学院に所属している学生 
 

〔募集期間〕 平成 22 年 4 月 5 日(月) ～ 4 月 16 日（金） 
 

〔申請書提出先〕 情報図書館課総務グループ 
 

（出典）附属図書館作成資料 
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（資料 19）附属図書館に配架された教員の著書一覧（例：H22.1～3配架 79冊） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典）本学ホームページ 
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（資料 20）新附属図書館の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典）新附属図書館パンフレット 




